
○問合せ 生活環境課清掃・リサイクル係

サントリーグループ
ホームページ

※ラベルとキャップは、ペットボトル
と別の素材でできています。また、
収集の際にキャップがついたままだ
と、ペットボトルが破裂するおそれ
があります。

　西秋川衛生組合と構成市町村（本市、日の出
町、檜原村、奥多摩町）は、サントリーグルー
プと協働で、使用済みペットボトルを新たなペ
ットボトルに生まれ変わらせる「ボトルtoボト
ル」水平リサイクルに関する協定に基づく事業
を開始します。
　西秋川衛生組合構成市町村が収集したペット
ボトルを水平リサイクルすることで、商品容器
として利用されます。

河川に流出するごみを減らしましょう
　風の強い日は、ペットボトルやポリ袋などのプラスチック類などが飛ばされたり、ごみが入っている袋が飛ばされ、中のご
みが飛散することがあります。これらのごみが、近くの水路等に入ったり放置されると河川に流出する恐れがあり、河川ごみ・
海洋ごみの一因となります。海洋ごみの約８割は、「陸」由来とされています。一度流出したごみを回収することは困難ですが、
一人ひとりが対策を行うことで流出を防ぐことができます。
●ごみ・たばこの吸い殻等のポイ捨てはしない。
●自宅や農地等からプラスチックやポリ袋等が飛ばされないよう対策をする。
●ごみの排出で使用している箱や袋・ネットなどは、ごみ収集後早めに片付ける。
●バーベキュー等で出たごみは必ず持ち帰る。など
〇ボランティア袋　市では、道路や河川等の公共の場所の清掃で使える「ボランティア袋」を配布しています（生
活環境課、五日市出張所、五日市ファインプラザ、いきいきセンター、中央公民館、東部図書館エル、あき
る野ルピア、西秋川衛生組合）。詳しくは、お問い合わせください。
〇問合せ 生活環境課生活環境係、清掃・リサイクル係

ペットボトル
●飲料用、酒類、調味料用、ボトル形状でリサイクルマーク（PET）　　　　の記載のあるもの（ウォーターサーバー用など）

【出す際の注意点】
キャップとラベルは可燃ごみへ。中を洗ってから出してください。洗っていないものは回収しません。
油汚れなどが取れない場合は、可燃ごみで出してください。

①ラベルとキャップは、
はずして可燃ごみへ

②水で中をすすぎ、
水を切ってください

③つぶす ④出す

〇「ボトルtoボトル」水平リサイクルのメリット
　ペットボトルは、製造時に化石由来原料からＰＥＴ樹脂を作り、それをペットボトルにしています。ペットボトルの
水平リサイクルが実現すれば、新たに化石由来原料を確保する量が減り、資源枯渇を防ぐことにつながります。また、
使用後のペットボトルを化学繊維などにリサイクルする際には、製品の品質を上げるために化合物を追加するため、副
産物としてリサイクルできない部分や残渣が一定量発生します。ＰＥＴ樹脂からＰＥＴ樹脂にリサイクルすることで、
不要物や残渣の発生量が抑えられるので、より多くの部分がリサイクル可能になります。新たにペットボトルを作るの
に比べて、ＣＯ２排出量を約60％削減できるメリットがあります。
〇適正な分別にご協力ください
　市では、ペットボトルの収集を月２回行っています。ペットボトルを排出する際は、以下の点に注意してください。

さ

さ

水平リサイクルでＣＯ２排出量を削減！

今号の主な記事など
●あきる野市ワーク・ライフ・バランス推進事業所　
第７号認定「第一生命保険株式会社八王子支社
秋川営業オフィス」…３面

●令和7年国勢調査の調査員を募集します…４面
●あきる野環境フェスティバル２０２５フリーマー
ケット出店者募集…５面

世帯と人口 ─ 令和７年３月１日現在 ─
　世帯　37,536世帯（前月比　12世帯増）　　人口　79,077人（前月比　95人減）　　男　39,429人　　女　39,648人

広報あきる野は、毎月１日と 15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは、市長公室にお問い合わせください。

再生紙を使用
しています
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　令和７年度あきる野市施政方針を踏まえ、
本市における教育行政を推進していくための
方向性を示す、あきる野市教育基本計画（第
３次計画）に基づく方針及び主要な施策の一
端を申し述べさせていただきます。

　日本経済に目を向けますと、30年ぶりとな
る高水準の賃上げや成長分野への積極的な投
資など、回復に向けての明るい兆しも見られ
ておりますが、景気回復の実感を十分に得る
ことは難しい状況にあります。
　また、激動する国際情勢の中、我が国にお
いては、加速する人口減少や少子高齢化など
により、国民の意識や価値観、社会構造が大
きく変わってきております。複雑で予測困難
な時代であるからこそ、私はこの変化を前向
きに受け止め、生涯にわたり、子どもから大
人に至るまでの学びを支えることが重要であ
ると考えております。
　明治５年の学制公布による近代教育制度創
始から、時を移さず本市の各地に開校しまし
た小学校の多くが、昨年、一昨年と、開校
１５０周年の節目の年を迎えましたが、令和
７年は、あきる野市市制施行30周年の節目の
年となります。そして、この節目の年を祝う
記念事業は、「人と人との絆を深めるととも
に人やまち、文化を育てる」という実施方針
を掲げております。我が国の社会が今後も成
長し続けていくために、個人の可能性を最大
限に伸長させていく教育が求められる中、教
育委員会ではこの方針も踏まえ、新たなス
テージへの一歩を踏み出すため、未来を見据
え、大人と子ども、学校、そして地域が一体
となってともに育む「共育」を創造してまい
ります。

　さて、令和７年度は、ＧＩＧＡスクール構
想の下で整備した、児童・生徒用の１人１台
端末機器の更新時期となります。ＧＩＧＡス
クール構想第２期では、個別最適な学びと協
働的な学びを一体的に充実させるため、適切
なネットワーク整備が求められていることか
ら、端末機器の更新とともに、通信ネット
ワークの最適化に取り組んでまいります。
　学校施設につきましては、気候変動による
高温化と猛暑日の増加状況などを鑑み、子ど
もたちが適切な環境で学習ができるよう、計
画的に空調設備の更新やメンテナンスを行っ
てまいります。さらに、学校施設は、災害時
において拠点施設になることから、地域と連
携した防災の取組も非常に重要です。令和６
年度は、防災・安心地域委員会が主催する防
災コンクールに全６中学校が参加いたしまし
たが、今後も、地域とともに、教育現場の防
災意識と災害対応力が向上するよう防災教育
の充実に努めてまいります。
　また、児童・生徒の安全確保のため、ス
クールガード・リーダーはもとより、保護者
や地域の方々の協力を得ながら、登下校時に
おける見守りを行うとともに、警察等との連
携の下、通学路の安全点検を実施してまいり
ます。

　学校給食につきましては、令和７年１月か
ら無償としておりますが、本来、自治体間に
格差が生じないよう、国の政策として取り組
むべきものと考えておりますので、引き続き
国に要望してまいります。また、児童・生徒

が必要な栄養を摂取できるように、物価高騰
下にあっても給食の質を維持するとともに、
栄養士による食育授業や地場産食材の使用な
どにより、学校における食育を推進してまい
ります。
　一方、日の出町との連携により進めており
ます新学校給食センターの整備事業につきま
しては、基本設計を踏まえた実施設計及び建
設、運営に向けた実務的な協議等を鋭意進め
てまいります。

　市では、このような時代だからこそ、そろ
える教育から伸ばす教育へとパラダイムシフ
トする時期と捉えております。この教育の転
換期において、多様な子どもたちを誰一人取
り残すことのない個別最適な学びと多様な個
性を最大限に生かす協働的な学びの一体的な
充実を図るとともに、教師が子どもの学びに
伴走者として寄り添い、一人一人が、自分ら
しく、幸せに生きていくこと（well-being）
の実現を目指してまいります。
　児童・生徒の興味・関心、得意・不得意は
一人一人異なることを前提に、ＩＣＴを最大
限活用しながら、一人一人の子どもを主語に
する学校教育を目指してまいります。同時に、
各学校においては、本市の豊かな自然フィー
ルドを生かした体験活動や歴史・伝統を受け
継ぐ文化活動、地域の方々とともにつくる協
働活動を教育課程に位置付け、ふるさとあき
る野に誇りと愛情をもったあきる野っ子の育
成に向け、これまで以上に授業改善を推進し
てまいります。
　一方、全国的な傾向と同様に、本市の不登
校及び不登校傾向にある児童・生徒数も年々
増加傾向にあることから、令和６年度から市
内全小・中学校の校内に、自分に合ったペー
スで過ごすことができる校内カラフルルーム
を設置するとともに、校内別室指導支援員等
の配置やバーチャル・ラーニング・プラット
フォームの利活用などにより、児童・生徒の
新たな居場所づくりを拡充しております。ま
た、せせらぎ教室につきましては、より多様
な児童・生徒のニーズに応えられるよう、タ
ブレット端末等を使って個別に学習するス
ペース、子ども同士が教え合い、協力し合っ
て協働的に学ぶことができるスペース、気持
ちのコントロールやクールダウンができるス
ペースを整備してまいります。さらに、秋多
中学校に開設したチャレンジクラスるのＲ
（校内分教室）において、市内の他の中学校
からの転学の受入れを本格的に開始し、誰一
人取り残さない学びを保障する不登校対策を
講じながら、児童・生徒や保護者への効果的
な支援と相談体制を充実してまいります。
　いじめは、子どもの生命や心身の健全な成
長及び人格の形成に影響を及ぼす重大な問題
であることから、学校におけるいじめ対策が
形骸化することのないよう、取組状況を不断
に検証し、改善することが不可欠であります。
市では、いじめ防止対策推進法及びあきる野
市いじめ防止対策推進条例に基づき、軽微な
いじめも見逃さないという強い姿勢で積極的
に認知するとともに、学校いじめ問題対策委
員会を核として、認知したいじめの未解消ゼ
ロを目指した取組を強化してまいります。
　令和７年度は、あきる野市特別支援教育推
進計画（第４次計画）を策定してから２年目
となります。本計画を踏まえ、障害の有無や
個々の違いを認め合いながら、誰もが生き生
きと活躍できる仕組みであるインクルーシブ
教育システムの構築に向け、通常の学級と特
別支援学級、そして、東京都立特別支援学校
の交流及び共同学習を積極的に推進してまい
ります。また、通常の学級の教師が、特別な
配慮を要する児童・生徒に対する適切な指導
や支援ができるよう、資質・能力の向上に向
けた研修会の充実を図ってまいります。さら
に、保育園・幼稚園等の就学前施設と各小学
校が円滑に連携・接続し、切れ目のない支援

体制の充実を図るとともに、義務教育開始前
後の架け橋期にふさわしい学びや生活の基盤
を育むことを目指し、幼保小の架け橋プログ
ラムを推進してまいります。
　本市では、令和６年１月に、全ての小・中
学校に学校運営協議会を設置しまして、全校
がコミュニティ・スクールとして新たなス
タートを切りました。各学校においては、地
域の方々と目指す学校像や育てたい子どもの
姿について熟議し、様々な協働活動を展開し
ております。今後は、各学校と地域の実情に
応じた教育課程を編成し、コミュニティ・ス
クールと地域学校協働活動の一体的な充実を
通して、地域とともにある学校づくりを更に
推進してまいります。

　次に、生涯学習の振興と充実であります。
　乳幼児から高齢者まで、あらゆる年齢層の
方々が、人生１００年時代を豊かに過ごすこ
とができるよう、また、生涯を通して学び続
ける機会が得られるよう、それぞれの興味や
関心に合った学びの場の提供が図られるよう
に継続的に取り組んでいくことが必要です。
年齢や世代の枠を超え、いつでも、どこでも、
だれもが学ぶことができる環境の整備を目指
し、中央公民館をはじめとする社会教育施設
を活用した各種事業や講座を実施してまいり
ます。
　本市の国際化を推進するための国際交流事
業につきましては、国際姉妹都市マールボロ
ウ市との教育交流事業を軸とし、保護者や事
業に関わった方々により組織された団体、協
力者とともに、異文化の理解と認識を深める
ための事業なども促進し、その成果がより多
くの市民に還元されるよう、引き続き取り組
んでまいります。

　また、本市の貴重な財産である伝統芸能や
文化財を後世に伝えるため、保存団体等との
連携の下、適正に保存するとともに、その魅
力や素晴らしさを周知するため、情報を発信
してまいります。
　さらに、古から脈々と伝承されている郷土
の文化や風習、地名の由来などの歴史研究等
につきましても、合併前の両市町での研究成
果を踏まえ、この３０年間の変遷等を整理し
ながら進めてまいります。
　芸術文化の振興につきましては、音楽の殿
堂として親しまれる秋川キララホールを核と
し、様々な年齢層を対象とした各種イベント
を開催するとともに、他施設での定期的な出
張公演の実施などにより推進してまいります。
　スポーツの振興につきましては、第２次あ
きる野市スポーツ推進計画に基づきまして、
誰もが身近で気軽にスポーツに親しみ、楽し
むことができる環境づくりに引き続き取り組
むとともに、市民や関係団体等と連携・協働
し、各種大会や講習会などを市制施行３０周
年記念事業と併せて開催し、機運醸成に努め
てまいります。
　また、休日の学校部活動の地域連携・地域
移行につきましては、先駆的な取組によりま
して教師とスポーツ協会等の団体・指導者が
連携し、実施可能な部活動から進めてまいり
ましたが、更なる地域展開を図るため段階的
に取り組んでまいります。
　市民の学びと交流の場であ

令和７年度 教育方針 　令和７年あきる野市議会第１回定例会で、丹治充教育長が教
育方針を発表しました（原文掲載）。

３面につづく

登下校時の見守り

マールボロウ市との交流

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹ 令和７年（2025年）３月 15 日 （2）
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世
帯
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽
内
容

表
の
と
お
り

▽
郵
送
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
・
加
入

し
た
と
き
等
の
届
出
は
、
郵
送
で

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
・
問
合
せ

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
、
五
日
市
出
張
所

市
民
総
合
窓
口
係（
届
出
の
み
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
や
そ
の
他

の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
方
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
う
ち
、
令
和
５
年
分

の
所
得
（
令
和
６
年
度
課
税
）
が
低

下
し
た
こ
と
で
、
新
た
に
支
給
対
象

と
な
る
方
に
は
、
昨
年
９
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
、
請
求
手
続
の
案
内

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。「
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
」
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
給
付
金
が

支
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
翌
年

度
以
降
の
手
続
は
原
則
不
要
で
す
。

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
年
度

途
中
で
も
請
求
で
き
ま
す

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
同
じ
世
帯
に
市
・
都
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
が
い
る
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
の
死
亡
・

住
所
変
更
・
世
帯
分
離
な
ど
で
世
帯

全
員
が
非
課
税
に
な
り
、
支
給
要
件

を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

手
続
き
を
す
る
と
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
年
金
証
書
と
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
を
準

備
の
上
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件
（
老
齢
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
）

●
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
。

●
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
89
万

円
以
下

●
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
・
都
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
・

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
要
件
は
異
な
り
ま
す
。

▽
支
給
開
始

請
求
手
続
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら

▽
問
合
せ

保
険
年
金
課
年
金
係
、

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４
２

８
・
30
・
３
４
１
０
）

り、情報拠点としての役割を
担う図書館につきましては、
乳幼児から高齢者まで多くの

市民に利用されております。図書館の基本理
念であります「いつでも・どこでも・だれも
が学び、情報が活用できる図書館」の実現を
目指し、様々な事業を展開してまいります。
　市民との協働事業につきましては、各種ボ
ランティアの活動の場と機会を提供し、図書
館での活動が一層充実したものになるよう連
携を図ります。
　デジタル化の取組につきましては、利便性
の向上を図るため、自宅などで図書館の資料
が利用できる電子図書館について、引き続き
検討してまいります。
　また、あきる野市出身の作家や市内で活躍
している作家の作品展示を行うことで、その
活動をより多くの市民に知っていただけるよ
う取り組んでまいります。
　さらに、点字図書をはじめ、障がいのある
方にも対応した図書等を配置するなど、障害

の有無にかかわらず全ての人が利用できる図
書館を周知してまいります。

　最後に青少年の健全育成であります。
　令和６年10月に、前田小学校で放課後子ど
も教室がスタートし、市内の公立小学校全校
による放課後子ども教室の設置が完了しまし
た。児童が安全に、安心して過ごせる居場所
の一つとして、更なる事業の充実を図ってま
いります。
　また、羽村市との広域連携事業であります
大島子ども体験塾につきましては、より多く
の子どもたちが雄大な自然の中で感性を磨く
とともに、親元から離れた環境で仲間と協力
し合い、協調性・社会性を育むことができる
よう、参加人数枠を拡充いたします。併せて、
将来を見据え、子どもたちと行動をともにす
るリーダーも増員し、地域での活躍が期待さ
れる人材を育成してまいります。
　未来を担う青少年世代が、変化の激しい現
代社会において、心身とも健やかに成長でき

るよう、関係機関との連携により各種事業を
実施するとともに、引き続き、青少年健全育
成地区委員会をはじめ、各種団体の活動を支
援してまいります。

　以上、令和７年度の教育行政における主要
な施策について述べさせていただきました。
　冒頭でも述べさせていただきましたとおり、
複雑で予測困難な時代だからこそ、学校と家
庭、地域、そして行政など、子どもの教育に
携わる全ての人が、持続可能な社会の担い手、
創り手を育成していく必要があると、私は考
えております。そのためにも、あきる野市の
豊かな自然と地域の力を生かし、全ての市民
と手を取り合い、各施策に取り組むとともに、
本市の教育目標である「人が育ち　人が輝く
　あきる野の教育」の実現に向け、市長部局
と連携して、真摯に取り組んでまいります。
　議員各位並びに市民の皆様のご理解とご協
力を切にお願い申し上げまして、令和７年度
の教育方針といたします。

２面のつづき

あ
き
る
野
市

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業
所

第
７
号
認
定
「
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

八
王
子
支
社
秋
川
営
業
オ
フ
ィ
ス
」

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の

　
　
お
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

ン
ス
に
取
り
組
む
市
内
の
事
業
所
等

を
認
定
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
第
７
号
と
な
る
事

業
所
を
認
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、市
内
に
お
け
る
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
を
図
る
こ
と
）
の
推
進
を
目

的
と
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

１
月
17
日
㈮
に
行
わ
れ
た
認
定
式

の
際
の
対
談
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
長

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
取
組
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
。

オ
フ
ィ
ス
長

会
社
と
し
て
確
立
さ

れ
た
制
度
が
あ
る
た
め
、
各
オ

フ
ィ
ス
が
き
ち
ん
と
制
度
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
秋
川
営
業

オ
フ
ィ
ス
は
現
在
、
全
従
業
員
が

女
性
で
す
。
特
に
、
子
育
て
世
代

が
多
く
在
籍
し
、
３
名
が
育
休
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度

を
活
用
し
や
す
い
状
況
が
整
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

子
育
て
支
援
な
ど
が
充
実
し

て
い
ま
す
ね
。

オ
フ
ィ
ス
長

産
休
・
育
休
を
取
得

す
る
こ
と
が
、
秋
川
営
業
オ
フ
ィ

ス
で
は
必
然
に
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
員

前
職
で
は
、
休
み
が

取
得
し
づ
ら
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
子
ど
も
に
合
わ
せ

た
働
き
方
が
で
き
て
い
ま
す
。

市
長

子
育
て
世
代
が
働
き
や
す
い

環
境
に
な
る
よ
う
先
進
的
な
取
組

を
進
め
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
長

家
庭
が
あ
っ
て
の
仕

事
、
子
ど
も
が
あ
っ
て
の
仕
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
働
き
方
を
す
る
こ
と
で
、

社
員
は
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を

し
、
結
果
と
し
て
組
織
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長

今
回
の
認
定
が
皆
さ
ん
の
励

み
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

あ
き
る
野
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業
所
認
定
事
業

市
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
る
事
業
所
な

ど
を
認
定
し
、
そ
の
取
組
を
広
報
あ

き
る
野
等
で
周
知
す
る
な
ど
、
市
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
認
定
の
申
請

は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

企
画
政
策
課
（
直
通
５

５
８
・
１
２
６
１
、010101@

akiruno-info.tokyo.jp

）

表
届出が必要な場合 手続きに必要なもの

・職場の健康保険に加入したとき
・被扶養者になったとき

・国民健康保険証か資格確認書
・職場の健康保険の資格が分かるもの

・職場の健康保険をやめたとき
・被扶養者から外れたとき

・職場の健康保険資格喪失証明書

・他の市町村に転出するとき
・市内転居するとき

・国民健康保険証か資格確認書

※�手続きに共通して必要なもの…マイナンバーカード（お持ちでない方
は、運転免許証などの本人確認ができる書類）

秋川営業オフィスの皆さん

○事業所名　第一生命保険株
式会社八王子支社秋川営業
オフィス（規模　30人）
○代表者　オフィス長　臼井
礼奈
○所在地　油平 73－４
○事業内容　保険事業、資産
形成事業など

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹（3） 令和７年（2025年）３月 15 日



あ
な
た
の
大
切
な
人
、
地
域
を
守
る
た
め
に

消
防
団
員
募
集
中

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
20
歳
未
満

の
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
が
対
象
）
と
児
童
扶

養
手
当
（
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
母
か
父
な
ど
が
対

象
）
の
手
当
額
が
２
０
２
４
年
の
物

価
変
動
率（
＋
２・７
㌫
）に
基
づ
き
、

令
和
７
年
４
月
分
か
ら
表
１
・
表
２

の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ

こ
ど
も
政
策
課
手
当
助

成
係

令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等
高

騰
支
援
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。
給

付
対
象
世
帯
に
は
、
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象

令
和
６
年
12
月
13
日
時
点

で
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯

全
員
が
令
和
６
年
度
住
民
税
均
等

割
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。
対
象
世

帯
の
う
ち
、
18
歳
以
下
の
児
童

（
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
）
を
扶
養
す
る
世
帯

に
は
、
こ
ど
も
加
算
を
追
加
給
付

し
ま
す
（
施
設
入
所
児
童
は
原
則

対
象
外
）。

※
世
帯
全
員
が
住
民
税
を
課
税
さ
れ

て
い
る
、
他
の
親
族
等
の
扶
養
を

受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
外

※
既
に
ほ
か
の
区
市
町
村
で
本
給
付

金
と
同
様
の
給
付
を
受
け
た
方
を

含
む
世
帯
は
対
象
外

▽
給
付
額

１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

（
こ
ど
も
加
算
は
18
歳
以
下
の
児

童
１
人
に
つ
き
２
万
円
）

▽
申
請
方
法
等

●
支
給
要
件
確
認
書
が
届
い
た
方

は
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※
給
付
金
の
ご
案
内（
圧
着
は
が
き
）

が
届
い
た
世
帯
で
、
振
込
内
容
等

の
変
更
の
申
出
が
な
か
っ
た
世
帯

に
は
、
は
が
き
に
記
載
し
た
振
込

予
定
日
に
支
給
し
ま
す
。

▽
期
限

４
月
30
日
㈬（
消
印
有
効
）

▽
申
請
・
問
合
せ

生
活
福
祉
課
生

活
福
祉
係
（
直
通
５
５
８
・
１
９

２
７
）

商
工
業
者
に
対
す
る
支
援
等
の
情

報
を
発
信
し
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
の
登
録
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

商
工
振
興
課
商
工
振
興

係

固
定
資
産
税
は
、１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
土
地
、
家
屋
、
事
業
用
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

課
税
の
内
容
に
つ
い
て
他
の
固
定

資
産
と
比
較
で
き
る
土
地
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
課
税
の
内

容
を
確
認
で
き
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納
税

通
知
書
は
、
５
月
に
発
送
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日

㈪

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

▽
場
所

課
税
課

▽
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
所
在
す

る
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
と
家
族
な
ど
代
理
権
が
あ

る
方

▽
閲
覧
で
き
る
方

納
税
義
務
者
、

代
理
人
、
借
地
人
、
借
家
人
、
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
が
あ

る
一
定
の
方

▽
必
要
書
類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
（
代
理
人
は
委
任

状
）が
必
要
で
す
。

※
借
地
借
家
人
の
方
は
、
本
人
確
認

の
た
め
に
契
約
書
か
そ
の
写
し
、

地
代
や
家
賃
の
領
収
書
な
ど

▽
問
合
せ

課
税
課
土
地
資
産
税

係
・
家
屋
資
産
税
係

東
秋
留
駅
南
口
の
踏
切
側
の
駐
輪

場
は
、
る
の
バ
ス
の
折
り
返
し
場
と

し
て
整
備
す
る
た
め
、
３
月
31
日
に

閉
鎖
し
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
、

駅
南
口
（
２
か
所
）
か
駅
北
口
の
駐

輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

●
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
多
く
の
自
転
車
が
置
け
る

よ
う
、
自
転
車
整
理
員
に
よ
り
、

移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
駅
ま
で
お
お
む
ね
７
０
０
㍍

以
内
の
方
は
、
徒
歩
で
の
駅
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
自
転
車
盗
難
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
駐
車
す
る
と
き
は
必
ず
鍵
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
必
ず
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
、

命
を
守
る
た
め
に
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
駐
輪
場
内
で
の
盗
難
、
損
傷
、
事

故
等
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、
市

は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※
原
動
機
付
自
転
車
は
、
道
路
交
通

法
の
改
正
に
伴
い
、
現
行
の
原
付

バ
イ
ク
（
総
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
の
白

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）の
ほ
か
に
、

４
月
１
日
か
ら
は
、
新
基
準
原
付

バ
イ
ク
（
総
排
気
量
50
Ｃ
Ｃ
～
１

２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
か
つ
最
高
出
力
４．０

キ
ロ
㍗
以
下
の
白
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
）
も
指
定
箇
所
に
駐
車
で

き
ま
す
。

▽
問
合
せ

●
駐
輪
場
に
関
す
る
こ
と
…
地
域
防

災
課
地
域
安
全
係

●
折
り
返
し
場
の
整
備
に
関
す
る
こ

と
…
交
通
政
策
課

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
配
信
カ
テ
ゴ
リ
に
「
事
業
者
へ
の
お
知
ら
せ
」
を
追
加

特
別
児
童
扶
養
手
当
額
と

児
童
扶
養
手
当
額
の
改
定

令
和
７
年
度
の
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
等

高
騰
支
援
給
付
金

（
令
和
６
年
度
３
万
円
給
付
及
び

こ
ど
も
加
算
１
人
２
万
円
給
付
）

4月の市民相談（予約制・無料）

予約制の相談

　随時、電話と窓口で予約を受け付け
ています。定員を超えている場合、次
回以降の相談日の予約となります。
※�同一種類の相談を相談終了時まで複
数回予約することはできません。

※�各相談の指定相談日は、変更する場
合があります。

○市役所
● �相続・遺言など暮らしの手続相談…４
日㈮

●法律相談…８日㈫・22日㈫
●交通事故相談…９日㈬
●税務相談…14日㈪
●登記相談…18日㈮
●人権身の上相談…25日㈮

○五日市出張所
●法律相談…３日㈭
●行政相談…23日㈬

○時間　午後１時30分～４時30分

○その他の相談（随時）　相談先が不明
な場合などは、市職員が担当窓口の
案内や専門の相談員を紹介する等解
決に向けたお手伝いをします。

○予約・問合せ　市民課市民相談窓口
係（直通５５８－１２１６）

令和７年国勢調査の調査員を募集します

　令和７年10月１日を基準日とした令和７年国勢調査が全国一斉に
実施されます。国勢調査は５年に１度、国内に住むすべての人と世帯
を対象として行う大規模な統計調査です。調査結果は行政だけでなく、
学術研究機関、民間企業等、幅広く利用されています。市では、この
調査に従事いただく調査員約４００人を募集します。
○対象　令和７年９月時点で満20歳以上の方で、秘密を守り、責任
を持って仕事ができる方（警察・選挙事務に直接従事している方は
応募できません）
○業務内容（９月～10月）
①市が主催する説明会への出席
②担当調査区内の世帯の確認、訪問
③調査の説明と調査書類の配布
④調査票の回収（郵送・オンライン回答した世帯は不要）
⑤調査関係書類の整理と市への提出
※ご自分の空き時間での調査活動が可能です。会社員の方や、パート・アルバイトなど様々な方に従
事いただいています。
○報酬　約７万円［２調査区（約１００世帯）の場合］
※報酬金額は、調査世帯数により異なります。
○申込み方法　５月16日㈮までに、電子申請で申し込むか、所定の申込書を窓口に提出してください。
申込書は窓口で配布しているほか、市ホームページからもダウンロードできます。
○申込み・問合せ　総務課庶務係

東秋留駅南口
第１自転車等駐車場を閉鎖します

市ホームページ

表１　特別児童扶養手当額（月額）
区　　　　　分 ３月分まで ４月分から

特別児童扶養手当１級 ５５，３５０円 ５６，８００円
特別児童扶養手当２級 ３６，８６０円 ３７，８３０円

表２　児童扶養手当額（月額）
区　　　　　分 ３月分まで ４月分から
全部支給 ４５，５００円 ４６，６９０円
一部支給 ４５，４９０円

～１０, ７４０円
４６，６８０円

～１１, ０１０円

第２子以降
全部支給 １０，７５０円 １１，０３０円
一部支給 １０, ７４０円

～５, ３８０円
１１, ０２０円
～５, ５２０円

こ
の
制
度
で
は
、
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
た
方
が
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
行
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
１
時
間
に

つ
き
１
ス
タ
ン
プ
を
付
与
し
ま
す

（
１
日
２
ス
タ
ン
プ
ま
で
）。
翌
年
度

に
申
請
す
る
こ
と
で
、
貯
ま
っ
た
ス

タ
ン
プ
１
個
に
つ
き
１
ポ
イ
ン
ト

（
１
０
０
円
の
交
付
金
）に
換
金（
年

度
内
５
千
円
ま
で
）で
き
ま
す
。

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
、
要
介
護
認
定
や
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な
い
方

※
活
動
に
当
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
活
動
方
法

希
望
す
る
日
時
、
活

動
内
容
等
に
よ
り
、
あ
き
る
野
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
調
整
し
ま
す
。

▽
受
入
機
関

市
内
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
通
所
介
護
施
設
な
ど

▽
申
込
み

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
５
９
５
・
９
０
３
３
）

▽
問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係

生
き
が
い

や
り
が
い

支
え
あ
い

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
募
集

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹ 令和７年（2025年）３月 15 日 （4）



▽
楽
し
い
ヨ
ガ
教
室

心
身
共
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時（
祝
日
を
除
く
）

＊
第
１
水
曜
日
…
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

＊
第
３
水
曜
日
（
椅
子
ヨ
ガ
）
…
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
講
師
…
平
沼
真
由
美
さ
ん

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
１
回
５
０
０
円

五
日
市
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
３
３・
０
３
３
０
）

▽
書
道
教
室

初
心
者
歓
迎
で
す
。

丁
寧
に
教
え
ま
す
。

●
日
時
…
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
30
分

～
正
午

●
講
師
…
古
城
麗
紅
さ
ん

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
１
回
千
円

▽
ス
マ
ホ
教
室
（
入
門
編
）
基
本

的
な
ス
マ
ホ
の
使
い
方
、
注
意
事

項
な
ど
を
教
え
ま
す
。

●
日
時
…
４
月
８
日
㈫

午
後
２
時

～
３
時
30
分

●
講
師
…
あ
き
る
台
病
院
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

業
情
報
研
修
室

▽
講
師

㈱
タ
ン
ソ
ー
マ
ン
Ｇ
Ｘ
、

㈱
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｙ
Ｚ.

▽
対
象

市
内
の
中
・
小
規
模
事
業

者
▽
定
員

30
人（
申
込
み
順
）

▽
共
催

西
武
信
用
金
庫

▽
費
用

無
料

▽
申
込
み
方
法

４
月
18
日
㈮
ま
で

に
、
電
子
申
請
か
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

環
境
政
策
課

環
境
政
策
係
（
☎
５
９
５
・
１
１

１
０
）

▽
受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
▽
担
当
課

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係

開
戸
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
０・
２
７
５
５
）

▽
は
じ
め
て
の
ギ
タ
ー
教
室

ド
レ

ミ
か
ら
や
さ
し
い
独
奏
曲
と
歌
の

伴
奏
ま
で
を
仲
間
と
一
緒
に
弾
き

ま
し
ょ
う
。

●
日
時
…
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
30
分

～
正
午

●
講
師
…
今
西
敏
雄
さ
ん

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
１
回
８
０
０
円

▽
絵
手
紙
教
室

初
心
者
向
け
の
教

室
で
す
。
楽
し
く
絵
手
紙
を
描
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
…
毎
月
第
１
水
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
10
時
30
分
～
正

午
●
講
師
…
秋
葉
基
子
さ
ん

●
定
員
…
５
人（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
１
回
千
円

パ
ソ
コ
ン
は
、
資
源
有
効
利
用
促

進
法
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
市
で
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
。パ
ソ
コ
ン
を
処
分
す
る
際
は
、

製
造
し
た
メ
ー
カ
ー
に
引
き
取
り
依

頼
を
す
る
か
、（
一
社
）
パ
ソ
コ
ン

３
Ｒ
推
進
協
会
か
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
（
環
境
省
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
認
定
業
者
、
市
と
協

定
締
結
済
み
）
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ご
み
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
31
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

サ
イ
ク
ル
係

路
は
河
川
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
、
油
、
ペ
ン
キ
な
ど
を
流

し
て
し
ま
う
と
、
油
膜
、
着
色
水
、

泡
の
発
生
な
ど
の
水
質
汚
濁
が
発
生

し
、
魚
な
ど
の
生
き
物
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
河
川
を
き
れ
い
に
保
つ

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
洗
車
は
洗
車
場
で
行
う
。

●
不
要
に
な
っ
た
油
（
食
用
油
、
灯

油
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
等
）
を
流

さ
な
い
。
食
用
油
は
紙
や
布
に
し

み
込
ま
せ
た
り
、
凝
固
剤
で
固
め

可
燃
ご
み
に
出
す
。

●
ペ
ン
キ
等
で
汚
れ
た
水
を
流
さ
な

い
。
ペ
ン
キ
や
灯
油
等
の
処
理

は
、
取
扱
店
や
専
門
の
処
理
業
者

に
直
接
相
談
す
る
な
ど
、
適
正
に

処
理
す
る
。

市
で
は
、相
互
の
資
源
を
活
用
し
、

協
創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
活
力
の
あ
る
個
性
豊

か
な
地
域
社
会
の
形
成
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
西
武

信
用
金
庫
と
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
企
業
の

脱
炭
素
化
に
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
や

取
り
組
み
や
す
い
省
エ
ネ
の
方
法
な

ど
の
セ
ミ
ナ
ー
と
名
刺
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
24
日
㈭

午
後
３
時

～
５
時

▽
場
所

あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
産

雨
水
を
排
水
す
る
道
路
側
溝
や
水

た
。
参
加
者
の
意
見
を
可
視
化
し
た

イ
ラ
ス
ト
等
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

会
場
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

市
の
環
境
へ
の
意
見
は
、
左
記
の

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

▽
掲
示
期
間
（
会
場
）
３
月
30
日

㈰
ま
で
（
五
日
市
出
張
所
）、
４

月
１
日
㈫
～
10
日
㈭
（
中
央
図
書

館
）、
４
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮（
市

役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
）

▽
問
合
せ

環
境
政
策
課
環
境
政
策

係（
☎
５
９
５
・
１
１
１
０
）

よ
り
生
活
環
境
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
も
の
を
溜

め
込
ま
な
い
、
粗
大
ご
み
を
処
理
し

て
お
く
こ
と
は
減
災
に
大
き
な
効
果

が
あ
り
ま
す
。
使
わ
な
い
も
の
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
か
リ
ユ
ー
ス
す
る
な
ど

し
て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
復
旧
で
は
、
ご
み
処
理
が
早

く
進
む
こ
と
が
生
活
再
建
の
足
が
か

り
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
に
出
る
廃

棄
物
は
、
仮
置
き
場
に
品
目
ご
と
に

一
時
保
管
し
、
被
災
し
て
い
な
い
地

域
に
運
ん
で
処
理
す
る
た
め
、
分
別

し
な
け
れ
ば
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
写

真
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
選
別
作

業
や
搬
出
作
業
に
長
い
時
間
が
掛
か

り
ま
す
。

災
害
廃
棄
物
処
理
は
、
環
境
省
が

被
災
地
の
ご
み
処
理
の
様
子
を
災
害

ご
と
に
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
頃
か
ら
ご
み
と
減
災
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

生
活
環
境
課

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

第
三
次
あ
き
る
野
市
環
境
基
本
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
市
の
環
境
に

つ
い
て
、
広
く
意
見
を
収
集
す
る
こ

と
を
目
的
に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
地
球
温
暖
化
、
循
環
型
社

会
、
生
物
多
様
性
の
各
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
環
境
保
全
の
た
め
に
実
施
し

て
い
る
こ
と
、
市
の
自
然
環
境
で
好

き
な
と
こ
ろ
、
将
来
の
市
が
目
指
す

環
境
の
姿
、
実
現
に
向
け
た
ア
イ

デ
ィ
ア
等
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

※
市
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

▽
そ
の
他

油
や
ペ
ン
キ
等
が
側
溝

や
水
路
か
ら
河
川
に
流
れ
水
質
汚

濁
事
故
に
な
っ
た
場
合
、
除
去
す

る
費
用
は
流
し
た
方
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
法
令
等
に
よ

る
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境

係東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
能
登
半
島
地
震

を
は
じ
め
地
震
の
脅
威
は
続
い
て
い

ま
す
。
被
災
後
に
出
た
ご
み
が
避
難

所
近
く
に
積
み
上
げ
ら
れ
腐
敗
等
に

○日時　５月10日㈯　午前10時～午後３時（雨
天実施）

○場所　都立秋留台公園
○応募資格� �市内在住の個人・グループなどで、
販売を生業としていない方（中学生以下の方
が出店する場合は、保護者同伴）

○出品物　リサイクル品と手作り品（営業用の
商品、食料品、動植物、成人向け雑誌、その
他法律で禁止されている物などの販売は禁止）

○募集区画数（予定）　60区画程度（抽選）
○出店料　千円
※今回から出店料の納入は、振込のみとします。

○申込み方法
●電子申請…３月28日㈮までに申し込んでください。
●はがき…３月28日㈮（必着）までに、往復はがきに「あきる野環境フェスティバル
２０２５フリーマーケット出店希望」、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号（連
絡のとれる番号）、販売品の種類を記入の上、送付してください（返信用表面にも必ず返
信先を記入してください）。
※１世帯（１グループ）１回か１通に限ります。
※他人名義での応募は、できません。
※電話や窓口では受け付けません。
○その他
●出店の可否は、４月４日㈮までに、はがきかメール（電子申請の方）で送付します。
●出店料は、４月15日㈫までに振込を完了してください。16日時点で入金が確認できない
場合はキャンセル扱いとします。入金後にキャンセルとなる場合、出店料
の返金はできません。

●４月21日㈪から25日㈮までに、出店の手続きが必要です。
●小間の付近（園内）まで、車の進入ができません。公園駐車場から出店場
所まで荷物を運ぶ必要があります。

○申込み・問合せ　生活環境課清掃・リサイクル係（〒１９７－０８１４　
二宮３５０）

パ
ソ
コ
ン
の
適
正
な

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
側
溝
や
水
路
に
は

生
活
排
水
な
ど
を

　
　
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

中
・
小
規
模
事
業
者
向
け

脱
炭
素
・
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集

第
三
次
あ
き
る
野
市

環
境
基
本
計
画
策
定
に
係
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

ご
み
と
減
災

～
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
知
ろ
う
～

電子申請

環境省　災害廃棄物
対策フォトチャンネル

市ホームページ

令和４年台風15号　静岡市清水区押切
公園に投棄されたごみを撤去する様子

（環境省提供）

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

あきる野環境フェスティバル２０２５フリーマーケット出店者募集

電子申請

あ
な
た
の
大
切
な
人
、
地
域
を
守
る
た
め
に

消
防
団
員
募
集
中

ご意見は
こちらから

市ホームページ

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹（5） 令和７年（2025年）３月 15 日



「森の子コレンジャー活動紹介」
森林レンジャーがゆく（141）

　森の子コレンジャーは、森林レンジャーが発足した翌年に「市の豊かな自然を
次世代につなぐ」目的で開始した自然環境教育で、今年度で14期目となりました。
対象は、市内在住の小学校４年生から６年生（６年生は経験者限定）で定員を10
名としています。これまで１３７名が参加し、約半数がリーダーとして次期の活
動に参加しています。毎年集まる参加者は、不思議なことに趣味が合うからか自
然に仲良くなっています。
　年９回実施する活動では、登山を基本として市の多様な自然を発見するだけで
はなく、森林レンジャーが行う調査の協力や環境整備も行っています。また、変
化し続ける自然をともに学ぶ中で自然の魅力や現状を伝えています。
　特に人気がある活動は、ノコギリやスコップなどを使う環境整備です。整備後
に、その場所を利用する生き物や芽吹いた植物を見て成果を感じられることも人
気の理由です。成果だけではなく、大雨や大型哺乳類に荒らされた現場を目の当
たりにして、思い通りにならない自然との関わり方を学んでくれていると思いま
す。この整備は、現役生の活動としては１２年目となり、参加者や保護者の要望
を受けて実施するようになった同窓会も１０年目となりました。自然のための場
所は、いつしか私たちにとっても大切な場所になりました。
　開始した当初、自然は好きだけど詳しく知らない参加者が大半でしたが、近年
は様々なことに詳しいという傾向が見られます。その反面、身近な生き物を実際
に見たことがない参加者もいます。自然への入り口が時代とともに変化している
からこそ「自分の足で歩き、見て聞いて、触れて匂いを嗅ぐ、そして、時には味
わう」実体験が特に重要だと感じています。この実体験を元に、コレンジャーそ
れぞれが自然愛を育んでいることが分かります。また、自然は良いことばかりで
はなく、注意や忍耐、そして勇気が必要となります。その自然を相手にすること
で個人の成長にもつながっているようです。
　来期も、森林レンジャーのパブロと加瀬澤は、自然を愛する次世代とともに活

動を続けていきた
いと思います。「自
然が好きでもっと
知りたい」「自然
のためになること
をしたい」という
思いを持つ方のご
応募をお待ちして
います。応募用紙
は学校を通じて配
布していますが、
この広報に募集記
事が掲載されてい
ますのでご確認く
ださい。（加瀬澤）

の
調
査
、
自
然
の
た
め
の
整
備
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。「
自
然
に
つ
い

て
学
び
た
い
、
自
然
を
守
り
た
い
」

と
い
う
思
い
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
日

５
月
25
日
、
６
月
８

日
、
９
月
７
日
・
28
日
、
11
月
９

日
、
12
月
14
日
、
令
和
８
年
１
月

18
日
、
２
月
８
日
、
３
月
22
日

（
年
９
回
、
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

▽
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
▽
場
所

市
内
の
森
な
ど
（
現
地
集

合
・
解
散
）

※
活
動
日
、
時
間
等
は
、
天
候
等
に

よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
対
象

●
市
内
在
住
で
、
５
時
間
程
度
の
山

歩
き
が
で
き
る
、
令
和
７
年
度
に

小
学
校
４
・
５
年
生
に
な
る
方

●
１
年
間
を
通
し
て
活
動
が
で
き
る

方

▽
定
員

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
の

上
、
５
月
１
日
㈭
ま
で
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

▽
費
用

無
料

▽
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
送
付
か
窓
口
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

（
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

▽
応
募
締
切

４
月
15
日
㈫
ま
で

（
必
着
）

▽
応
募
・
問
合
せ

環
境
政
策
課
環

境
の
森
推
進
係
（
〒
１
９
０

－

０

１
６
４

五
日
市
４
１
１
、
☎
５

９
５
・
１
１
２
０
）

今
年
で
15
期
目
を
迎
え
る
森
の
子

コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
森
林
レ
ン

ジ
ャ
ー
あ
き
る
野
と
共
に
、
四
季
を

通
し
て
郷
土
の
自
然
に
学
び
、
自
然

愛
や
郷
土
愛
を
持
つ
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。活
動
内
容
は
、

登
山
を
基
本
と
し
て
、
季
節
の
自
然

●
対
象
…
幼
児
～
小
学
生

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日
時
…
３
月
27
日
㈭

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

五
日
市
図
書
館

（
☎
５
９
５・
０
２
３
６
）

▽
ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
会

●
日
時
…
３
月
21
日
㈮

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

み
ん
な
で
絵
本

を
使
っ
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

楽
し
み
ま
す
。

●
日
時
…
３
月
26
日
㈬

午
後
２
時

30
分
～
３
時

●
対
象
…
小
学
校
低
学
年
～
中
学
年

●
定
員
…
20
人（
申
込
み
順
）

●
申
込
…
電
話
か
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

秋
川
流
域
ジ
オ
の
会
が
発
行
す
る

「
秋
川
の
石
図
鑑
」収
録
の
写
真
・

画
像
パ
ネ
ル
等
の
展
示

●
期
間
…
３
月
19
日
㈬
～
30
日
㈰

●
場
所
…
中
央
図
書
館

エ
ン
ト
ラ

ン
ス

●
そ
の
他
…
秋
川
流
域
ジ
オ
の
会
に

よ
る
解
説
講
座

＊
日
時
…
３
月
23
日
㈰

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

＊
対
象
…
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
一
般
で
興
味
の
あ
る
方
も
可
）

＊
定
員
…
30
人（
申
込
み
順
）

＊
場
所
…
中
央
図
書
館

会
議
室

＊
申
込
み
方
法
…
電
話
か
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

東
部
図
書
館
エ
ル

（
☎
５
５
０・５
９
５
９
）

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会
（
絵

本
と
お
は
な
し
の
会
）

●
日
時
…
３
月
23
日
㈰

午
前
11
時

～
11
時
30
分

３
月
の
休
館
日

▽
中
央
図
書
館

毎
週
金
曜
日
と
18

日
㈫

▽
東
部
図
書
館
エ
ル
、
五
日
市
図
書

館
、
中
央
図
書
館
増
戸
分
室

毎

週
月
曜
日
と
20
日
㈭

中
央
図
書
館

（
☎
５
５
８・
１
１
０
８
）

▽
わ
ら
べ
う
た
の
じ
か
ん

●
日
時
…
３
月
16
日
㈰

午
前
11
時

～
11
時
20
分

●
対
象
…
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
「
秋
川
の
石
図
鑑
」
写
真
展
～
め

ざ
せ
秋
川
の
石
こ
ろ
博
士
！
～

市ホームページ

第
15
期

森
の
子
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

図
書
館
だ
よ
り

名称 担当地区 所在地・電話番号

東部高齢者
はつらつセンター

雨間、野辺、小川、小川東、二宮、二
宮東、平沢、平沢東、平沢西、切欠、
秋留

平沢１７５－４
☎５３３－２３１１

中部高齢者
はつらつセンター

草花、菅生、瀬戸岡、原小宮、引田、
渕上、上代継、下代継、牛沼、油平、
秋川

秋川五丁目１－８
☎５５０－６１０１

五日市
はつらつセンター

山田、上ノ台、網代、伊奈、横沢、三内、
五日市、小中野、小和田、留原、高尾、
舘谷、入野、深沢、戸倉、乙津、養沢、
小峰台、舘谷台

五日市４１１
☎５８８－４４００

表

「はつらつセンター（地域包括支援センター）」の
開設時間などをお知らせします

　地域包括支援センターは、高齢者が住み慣れた地域で、安心してその人らしい
生活を続けられるよう支援を行う総合相談窓口です。４月１日からの開設時間等
は次のとおりです。表の担当地区をご確認の上、ご相談ください。
○開設時間　月曜～土曜日　午前９時～午後５時30分（祝日、年末年始を除く）

○担当課　高齢者支援課高齢者支援係

※五日市はつらつセンター…五日市出張所の窓口業務時間（平日　午前８時30分～
　午後５時15分）以外は、電話での対応となります。

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹

（以下は広告枠です）

令和７年（2025年）３月 15 日 （6）



ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

官
公
庁
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
だ
よ
り

　
　
申
込
み
・
問
合
せ

　
　
（
☎
５
５
９・
１
２
２
１
）

市
民
の
ひ
ろ
ば
詳
し
く
は
、

各
団
体
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
社
―
五
日
市
橋
―
正
光
寺
―
五

日
市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
―

高
尾
梅
林
跡
―
高
尾
公
園
―
大
光

寺
―
高
尾
神
社
―
月
待
板
碑
出
土

地
―
る
の
バ
ス
「
高
尾
」
停
留
所

―
Ｊ
Ｒ
秋
川
駅
（
約
２
．
５
キ
ロ

㍍
、
午
後
１
時
解
散
予
定
）

●
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

●
定
員
…
15
人（
申
込
み
順
）

●
持
ち
物
な
ど
…
る
の
バ
ス
乗
車
代

（
１
０
０
円
）、
飲
み
物
、
雨
具
、

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
な
ど

▽
生
涯
学
習
推
進
事
業
市
民
解
説
員

養
成「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
入
門
講
座
」

受
講
者
募
集

歴
史
・
文
化
・
自

然
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

●
日
時
等
…
表
の
と
お
り

●
場
所
…
中
央
公
民
館
な
ど

●
定
員
…
各
お
お
む
ね
15
人（
抽
選
）

●
対
象
…
市
内
在
住
の
方

●
費
用（
１
科
目
）
…
１
５
０
０
円

●
そ
の
他
…
全
12
単
位
の
科
目
を
２

３
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
、
窓
口
、

電
子
申
請
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
さ
い
。

▽
市
民
解
説
員
が
案
内
す
る
「
春
の

市
内
探
訪
」
参
加
者
募
集
「
武
蔵

五
日
市
駅
周
辺
か
ら
伊
奈
坂
上
間

の
五
日
市
街
道
の
変
遷
と
秋
川
中

流
の
奇
岩
（
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
岩
）

や
周
辺
の
歴
史
を
巡
る
」
市
民

解
説
員
が
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
る
た
め
の
コ
ー
ス
を
巡
り
、
解

説
を
交
え
、
案
内
し
ま
す
。

●
日
時
…
４
月
14
日
㈪

午
前
９
時

～
午
後
１
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
４
月
21
日
㈪

●
集
合
場
所
・
時
間
…
Ｊ
Ｒ
五
日
市

線
武
蔵
五
日
市
駅
前
・
午
前
９
時

●
コ
ー
ス
…
武
蔵
五
日
市
駅
―
八
幡

出
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
微
熱
、

食
欲
低
下
、
体
重
減
少
な
ど
の
症
状

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
毎
年
１
回

は
健
康
診
断
な
ど
で
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
／
問

西
多
摩
保
健
所
感
染
症
対
策
担
当

（
☎
０
４
２
８
・
22
・
６
１
４
１
）

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

内
ジ
ル
バ
・
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ
・

ル
ン
バ
な
ど
の
技
術
を
分
か
り
や
す

く
指
導
し
ま
す
。
／
日
令
和
８
年

３
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
19
時
15
分
～
20
時
30
分
／

場
秋
川
体
育
館
第
１
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
／
講
日
本
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
公
認
指
導
員
／
対
社
交
ダ
ン

ス
未
経
験
者
／
定
男
女
各
15
人
（
申

込
み
順
）
／
費
月
１
５
０
０
円
／
他

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
履
き
（
サ

ン
ダ
ル
不
可
）
／
問
あ
き
る
野
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

林
田
（
☎
０
８
０
・
２
２
２
９
・
３

８
８
３
、
５
５
９
・
２
０
４
５
）

凡
例
…
内
内
容
／
日
日
時
（
時
間
は

24
時
間
表
示
）
／
場
場
所
／
講
講
師

／
対
対
象
／
定
定
員
／
費
費
用
／

他
そ
の
他
／
問
申
込
み
・
問
合
せ

山
火
事
を
防
ご
う

内
山
火
事
の
防
止
に
は
、「
枯
れ
木・

草
の
近
く
で
た
き
火
を
し
な
い
」「
た

き
火
を
す
る
際
に
は
そ
ば
を
離
れ
な

い
」「
水
な
ど
を
用
意
す
る
」「
残
り

火
は
水
な
ど
で
完
全
に
消
火
す
る
」

「
強
風
時
は
た
き
火
な
ど
を
し
な
い
」

「
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
」

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
く
ら
い
な

ら
平
気
だ
ろ
う
と
い
う
過
信
が
油
断

を
招
き
、
大
き
な
災
害
へ
と
発
展
し

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
細
心
の
注

意
を
払
い
、
豊
か
な
自
然
を
山
火
事

の
被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
／

問
秋
川
消
防
署
檜
原
出
張
所
（
☎
５

９
８
・
０
１
１
９
）

３
月
24
日
は
世
界
結
核
デ
ー

内
結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
は
、
都
内
で

１
１
９
０
人
、
西
多
摩
保
健
所
管
内

で
は
20
人
が
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
す
。
初
期
症
状
は
、
風
邪
と
似
て

い
ま
す
。
せ
き
や
た
ん
が
２
週
間
以

上
続
く
と
き
は
、
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
は
、
症
状
が

年
周
期
で
開
講
し
ま
す
。
全
単
位

を
取
得
し
た
方
が
市
民
解
説
員
の

認
定
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
方
法
…
４
月
25
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※
は
が
き
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
、
受
講
科
目

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

表　令和７年度「市民カレッジ入門講座」　講座内容（各１単位）

科　目 期　　日 内　　　容 講　師

自然史Ⅰ
６月６日㈮　午後１時30分～４時、７
月４日㈮　午前８時45分～午後３時、
10月10日㈮　午前９時～午後３時、11
月７日㈮　午前９時～午後３時

あきる野の地質・
地層、岩石（座学・
現地学習）

青谷 知己さん

人物伝Ⅰ ６月９日・16日、７月14日、８月18日
の月曜日　午後２時～４時30分

市内の優れた人物
の心豊かな生き
方と業績（座学）

馬場 憲一さん
溝口 重郎さん

考古学Ⅰ ６月11日、７月９日、８月６日、９月
17日の水曜日　午後２時～４時30分

考古学の始まり
（座学） 舘野 孝さん

地域めぐりⅠ ５月23日、６月20日、10月３日、11
月21日の金曜日　午前９時～正午

市内の歴史 ･ 自
然などの地域理
解と解説方法（現
地学習）

市民解説員

中世史
６月14日、７月12日、８月９日、９月
13日、10月11日の土曜日　午後２時～
４時30分

あきる野の中世
（座学） 加藤 哲さん

伝統産業
６月23日㈪　午後２時～４時30分、７
月７日㈪　午後１時～３時、９月１日㈪　
午後２時～４時30分、10月６日㈪　午
後１時～４時

受け継がれてい
る伝統産業（座
学・現地学習）

馬場 憲一さん
ふるさと工房職員
坂上 洋之さん
森 博さん

※日時・内容は、変更になる場合があります。

凡
例
…
日
日
時(

時
間
は
24
時
間
表

示)

／
場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講

講
師
／
入
入
会
金
／
会
会
費
／
費

費
用
／
他
そ
の
他
／
問
問
合
せ

会
員
募
集

ア
テ
ー
ナ
の
会

日
毎
月
第
３
月
曜
日

13
時
30
分

～
15
時
30
分
／
場
中
央
公
民
館
３

階
第
９
研
修
室
／
活
西
洋
文
化
の

源
流
「
ギ
リ
シ
ア
神
話
」
を
楽
し
く

学
ん
で
い
ま
す
。
／
入
５
０
０
円

／
会
月
２
０
０
円
／
問
内
田
（
☎
５

５
８
・
６
７
９
８
）

講
演
会
な
ど

五
日
市
コ
ー
ロ
・
ア
ミ
ー
カ

　
　
　
　
　
第
16
回
演
奏
会

日
３
月
15
日
㈯

14
時
開
演
／
場

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
／
講
倉
本
潤

季
さ
ん
（
指
揮
）
／
費
無
料
／
問
五

日
市
コ
ー
ロ・ア
ミ
ー
カ

栗
原（
☎

５
９
６
・
２
５
１
７
）

竹
の
一
輪
挿
し
を
作
る

日
３
月
20
日
㈭

①
10
時
～
12
時

②
13
時
～
15
時
／
場
中
央
公
民
館

／
講
江
守
廣
さ
ん
／
費
千
円
（
材
料

費
）
／
他
竹
細
工
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
／
問
は
れ
ば
れ
竹
ク
ラ
ブ

竹

田
（
☎
０
８
０
・
１
０
４
１
・
４
６

３
４
）

あ
き
る
野

将
棋
の
日

女
流
棋
士
招
待

将
棋
イ
ベ
ン
ト

日
３
月
22
日
㈯

13
時
／
場
中
央

公
民
館
２
階
第
７
研
修
室
／
講
安

食
総
子
さ
ん
（
女
流
二
段
）
／
費
千

円
（
あ
き
る
野
将
棋
倶
楽
部
の
会
員

は
５
０
０
円
）
／
問
あ
き
る
野
将
棋

倶
楽
部

小
林
（
☎
０
７
０
・
８
５

１
３
・
２
１
４
２
）

掲
載
希
望
問
合
せ

市
長
公
室

（
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９
）

　総務省、ＮＴＴ東日本やＮＴＴ西日本をかたり、「２時間後に電話が使えなく
なる」などの不審な電話に関する相談が寄せられています。

○相談事例　「２時間後にこの電話が使えなくなる。オペレーターと話す方は１
番を押すように」という自動音声ガイダンスの電話がかかってきた。１番を押
すと、オペレーターにつながり、内容を確認してもらうため、住所、氏名、生
年月日を伝えた。相手に電話番号や会社名を尋ねたが、ＮＴＴカスタマーセン
ターとしか言わず、その後「間違いでした」と言って一方的に電話を切られた。

　総務省、ＮＴＴ東日本やＮＴＴ西日本から、電話を停止することに関して、
自動音声ガイダンスやＳＭＳ（ショートメールサービス）を使って連絡するこ
とは絶対にありません。非通知や知らない番号からの電話は、不審な電話の恐
れがあります。普段から万全の注意を払いましょう。電話での会話の中で個人
情報を聞き出そうとしているため、個人情報は絶対に伝えないようにしましょ
う。特に高齢者の消費者トラブルを防ぐためには、高齢者の生活や言動、態度
などを見守り、変化にいち早く気づくことがとても重要です。
○あきる野市消費生活相談窓口　契約に関するトラブルや悪質商法など、消費
生活に関して困ったときは、一人で悩まず、気軽に相談してください。

●開設日時…月曜・木曜日（祝日、年末・年始を除く）　午前９時～午後４時（正
午～午後１時を除く）

※予約不要
●場所…市役所１階市民相談室
※月曜・木曜日以外でお急ぎのときは、東京都消費生活総合センターに相談し
てください。

○東京都消費生活総合センター
●開設日時…月曜～土曜日（祝日、年末・年始を除く）　午前９時～午後５時
●問合せ…消費生活相談（☎０３－３２３５－１１５５）
○消費者トラブル対策本「くらしの豆知識」を無料で配布（なくなり次第終了）
希望の方は、消費生活相談窓口までお越しください。

問合せ　商工振興課商工振興係

電子申請

「２時間後に電話が使えなくなる！？」
個人情報を聞き出す不審な電話に注意

くらしの知恵袋

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹

（以下は広告枠です）

（7） 令和７年（2025年）３月 15 日



納
税
な
ど
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

動
機
付
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
の
徹
底

●
重
点
４
…
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止春
の
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　

（
福
生
警
察
署
管
内
）

▽
日
時

３
月
29
日
㈯

午
後
１
時

30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所

羽
村
市
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ

と
ろ
ぎ
大
ホ
ー
ル
（
羽
村
市
緑
ヶ

丘
１
―
11
―
５
）

▽
内
容

●
第
１
部
…
式
典

●
第
２
部
…
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
講
師
に
よ
る
交
通
安
全
講

話
、
福
生
署
員
に
よ
る
交
通
安
全

教
室
、
福
生
交
通
少
年
団
に
よ
る

鼓
笛
演
奏
、
東
京
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス

４
月
10
日
㈭
は
、「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。『
思
い

や
り
の
輪
を
み
ん
な
で
広
げ
て
交
通

事
故
を
ゼ
ロ
に
！
』

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
重
点
項
目

●
重
点
１
…
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
と
正
し
い
横

断
方
法
の
実
践

●
重
点
２
…
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹

底
と
な
が
ら
運
転
等
の
根
絶
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
の
促
進

●
重
点
３
…
自
転
車
・
特
定
小
型
原

▽
子
育
て
講
座
「
楽
器
で
遊
ぼ
う
」

楽
器
を
使
っ
て
親
子
で
楽
し
く
遊

び
ま
す
。

●
日
時
…
４
月
16
日
㈬

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
…
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ

こ
る
の
研
修
室
（
あ
き
る
野
ル
ピ

ア
２
階
）

●
講
師
…
吉
野
良
子
さ
ん
（
音
楽
療

法
士
）

●
対
象
…
市
内
在
住
の
１
歳
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
…
15
組（
申
込
み
順
）

●
費
用
…
無
料

▽
子
育
て
講
座
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
」
子
ど
も
の
体
に
触
れ
、
親

子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま

す
。

●
日
時
…
４
月
25
日
㈮

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
…
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ

こ
る
の
研
修
室
（
あ
き
る
野
ル
ピ

ア
２
階
）

●
講
師
…
園
田
美
保
さ
ん
（
ベ
ビ
ー

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ケ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

●
対
象
…
市
内
在
住
の
生
後
３
か
月

か
ら
７
か
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

●
定
員
…
10
組（
申
込
み
順
）

●
持
ち
物
…
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

●
費
用
…
３
０
０
円
（
オ
イ
ル
代
）

▽
申
込
み
方
法

３
月
17
日
㈪

の
午
前
10
時
か
ら
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

子
育
て

支
援
総
合
窓
口
（
☎
５
５
０
・

３
３
５
５
）

▽
４
月
の
乳
幼
児
の
育
児
相
談
（
予

約
制
）

※
身
体
測
定
の
み
は
、
予
約
不
要

●
日
時
…
４
月
３
日
㈭

午
前
９
時

45
分
～
10
時
45
分

※
15
分
間
隔
で
５
回
に
分
け
て
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
場
所
…
五
日
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
定
員
…
親
子
10
組（
申
込
み
順
）

●
そ
の
他
…
電
話
で
の
育
児
相
談
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ト
吹
奏
楽
団
ジ
ュ
ニ
ア
部
に
よ
る

演
奏

出
動
式
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
檜
原
村

　
　
（
五
日
市
警
察
署
管
内
）

▽
日
時

４
月
６
日
㈰

午
前
９
時

か
ら

▽
場
所

檜
原
村
役
場
（
檜
原
村
４

６
７
―
１
）

※
雨
天
中
止

●
第
１
部
…
式
典

●
第
２
部
…
交
通
安
全
教
室

●
第
３
部
…
出
動
式

▽
問
合
せ

五
日
市
警
察
署
（
☎
５

９
５
・
０
１
１
０
）、
福
生
警
察

署
（
☎
５
５
１
・
０
１
１
０
）、

五
日
市
交
通
安
全
協
会
（
☎
５
９

６
・
１
８
８
２
）、
福
生
交
通
安

全
協
会
（
☎
５
５
２
・
０
６
７

７
）、
地
域
防
災
課
地
域
安
全
係

▽
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
（
母

親
・
両
親
学
級
）
土
曜
コ
ー
ス

妊
娠
中
の
生
活
と
お
産
に
つ
い

て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ト
レ
ッ
チ
、

保
育
の
ポ
イ
ン
ト
、
妊
娠
中
の
食

生
活
、
母
子
保
健
事
業
等
の
紹
介

●
日
時
…
４
月
12
日
㈯

午
後
１
時

15
分
～
３
時

●
場
所
…
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
集

会
室

●
対
象
…
妊
娠
週
数
が
お
お
む
ね
20

週
か
ら
35
週
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の

家
族

●
定
員
…
30
人（
申
込
み
順
）

●
そ
の
他
…
妊
娠
中
の
体
調
や
出
産

準
備
な
ど
の
個
別
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室（
予
約
制
）

●
離
乳
食
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス

…
離
乳
食
づ
く
り
の
方
法
や
進
め

方
も
実
演
を
交
え
な
が
ら
説
明
し

ま
す
。

＊
期
日
…
４
月
24
日
㈭

＊
１
回
目
…
午
前
10
時
～
10
時
40
分

＊
２
回
目
…
午
前
10
時
50
分
～
11
時

30
分

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

＊
対
象
…
お
お
む
ね
４
か
月
か
ら
６

か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

＊
定
員
…
各
回
５
人（
申
込
み
順
）

●
幼
児
食
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

…
幼
児
食
の
進
め
方
や
作
り
方
を

説
明
し
ま
す（
試
食
付
）。

＊
日
時
…
４
月
25
日
㈮

午
前
10
時

15
分
～
11
時
15
分

＊
対
象
…
お
お
む
ね
１
歳
６
か
月
児

ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

＊
定
員
…
６
人（
申
込
み
順
）

※
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
「
あ
き
る
野

保
健
相
談
所
」
で
実
施
。
保
育
室

あ
り
（
対
象
乳
児
の
み
・
教
室
予

約
時
に
要
申
請
）

※
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係

（
☎
５
５
０
・
３
３
４
０
）

子育て情報

令和７年
春の全国交通安全運動
４月６日㈰～ 15日㈫
～世界一の交通安全都市
ＴＯＫＹＯを目指して～

春の

～世界一の交通安全都市TOKYOを目指して～
４月１０日（木）は交通事故死ゼロを目指す日です
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／首都交通対策協議会

第
１２
回
東
京
都
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル（
令
和
６
年
度
実
施
）

知
事
賞

小
学
校
３
年

成
田

葵（
な
り
た

あ
お
い
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ん
の
作
品
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大島町カメリアマラソン招待選手が大活躍

　２月９日㈰に開催された第53回カメリアマラソン
で、友好都市大島町から招待された市内の２選手が大
活躍しました。
○結果
●中学生男子の部（５㎞）
＊松本歩夢さん（西中）…２位（16分17秒）
●中学生女子の部（５㎞）
＊川畑実織さん（西中）…２位（19分58秒）
○問合せ　スポーツ推進課スポーツ推進係
　（直通５５８―１２６２）

秋川渓谷　春のお花見情報

観光情報 東京のふるさとあきる野
担当課　観光まちづくり推進課観光まちづくり推進係

　３月下旬から４月上旬までにかけ
て市内各所で桜などの春の花が見頃
を迎えます。開花状況や見所スポッ
トは、市公式 Facebook やＬＩＮＥ
等でお知らせします。

Facebook

LINE
光厳寺の山桜

弁天山のミツバツツジ

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹

（以下は広告枠です）

令和７年（2025年）３月 15 日 （8）


